
■日本国憲
けん

法
ぽう

の考え方	　日本国憲法は 1946（昭
しょう

和
わ

21）年に公布され，前文には，①国の	

（　　　　　　　）は，国民の代表者が行うこと，②主
しゅ

権
けん

は国民にあること，

③日本国民は，政府の行
こう

為
い

によって再び戦争の災
わざわ

いが起こることのないよう

に決意すること，と示されています。

■基本的人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

	 　基本的人権とは，だれもが生まれながらにしてもっている（　　　　　　　）

らしく生きるための権
けん

利
り

をいいます。これを，憲法は国民の権利として保
ほ

障
しょう

し

ています。一方で，憲法は，子どもに（　　　　　　　）を受けさせること，

仕事について働くこと，税金を納
おさ

めることを，国民の（　　　　　　　）と

定めています。

■国民主権	 　政治を進める主人公は国民であるという考え方で，この国民主権を実現す

るために，憲法は，議員を選挙する権利や，憲法改正の（　　　　　　　　）

の権利など，国民が政治に参加するための権利を保障しています。

■平和主義	 　日本は，二度と（　　　　　　　　）を起こさないという決意を，憲法の

前文で示し，条文で「戦力をもたない」ことを定めています。また，「核
かく

兵
へい

器
き

をもたない，つくらない，もちこませない」という非
ひ

核
かく

三
さん

原
げん

則
そく

を定めています。

　　　　　　　　　　［　戦争　　教育　　政治　　国民投票　　人間　　義務　］

［　平和主義　　国民主権　　国会　　地方自治　］
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絵を見て， にあてはまることばを，下から選んで答えなさい。
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●要点のまとめ●　次の文の (　) にあてはまることばを，下の［　］から選んで答えなさい。知	
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